
議  事  録 
 

会 名 称 不燃・粗大ごみ積替・保管施設に関する工事説明会 

事 務 局 小金井市環境部ごみ対策課 

開 催 日 時 
令和 2 年 11 月 28 日（土）午前 10 時 00 分から午前 11 時 00 分ま

で 

開 催 場 所 前原暫定集会施設Ａ会議室 

出     

席 

者 

出 席 者 ６名 

事 務 局 

柿﨑環境部長、深澤ごみ対策課長、花野ごみ処理施設担当課長兼

中間処理場担当課長、府川減量推進係長、山下減量推進係主任、

淺沼組 1名、日建設計１名 

会 次 第 

１ 開  会 

  事務局紹介 

  部長挨拶 

 

２ 説  明 

  工事概要等について 

                          

３ その他 

  質疑応答 

議 事 内 容 別紙経過のとおり 

提 出 資 料 別添のとおり 

そ の 他  
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発言者 主な発言等 

司会 

（減量推進係長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（環境部長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様、おはようございます。 

本日は、お忙しい中、お集まりいただきまして、ありがとうご

ざいます。 

定刻となりましたので、不燃・粗大ごみ積替え・保管施設に関

する工事説明会を始めさせていただきます。 

 本日、進行を担当いたします、ごみ対策課減量推進係長の府川

と申します。よろしくお願いいたします。 

さて、小金井市では、平成３０年３月に策定いたしました「小

金井市清掃関連施設整備基本計画」に基づき、二枚橋焼却場跡地

に不燃・粗大ごみ積替え・保管施設の整備を進めております。 

 令和２年３月に設計施工事業者が決まり、この間設計を進めて

きまして、令和３年の１月から工事を着工することから、施設周

辺にお住まいの方をはじめとした市民の皆さまに、工事概要等を

説明させていただきたく会を開催することとしました。 

それでは、まず事務局の紹介をさせていただきます。 

（事務局紹介） 

 はじめに、環境部長の柿﨑より、ご挨拶を申し上げます。 

 

本日はお忙しい中、また寒い中、不燃・粗大ごみ積替え・保管

施設に関する工事説明会にご参加いただき、ありがとうございま

す。 

また、二枚橋焼却場跡地周辺にお住まいの皆様には、長年にわ

たり、ご理解とご協力をいただきましたことに深く感謝を申し上

げます。 

 さて、先ほど司会の職員からも話がありましたが、この間、施

設周辺にお住いの皆さまのご要望等を伺いながら、設計作業を進

めてきたところで、令和３年１月に工事を着工できる運びとなり

ましたことから、本日工事概要についての説明会をさせていただ

くこととなりました。なお、施設周辺にお住まいの方々を対象に
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司会 

（減量推進係長） 

 

（ごみ対策課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

した工事説明会は昨日も開催したところでございます。 

最後になりますが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点か

ら、新たな生活様式として在宅勤務等、自宅で過ごす時間が増え

たことから食事回数が増えるとともにごみの量が現在増えており

ます。本日ご参集いただいた皆様には日ごろからごみの減量に取

り組んでいただいていると存じますが、今一度家庭でできる生ご

みの水切りや食材のばら売りを購入したり、購入した食材を使い

切るなどごみの発生抑制を第一にごみの減量に取り組んでいただ

けるようお願いを申し上げまして簡単ではございますが私の挨拶

とさせていただきます。本日はよろしくお願いいたします。 

 

続いて、ごみ対策課長の深澤より工事概要等についてご説明さ

せていただきます。 

 

それでは、二枚橋焼却場跡地における清掃関連施設、不燃・粗

大ごみ積替え・保管施設に関する工事概要等について順次説明さ

せていただきます。 

工事内容としては、不燃・粗大ごみ積替え・保管施設の新築工

事としており、現在の中間処理場のような機械を使った破砕処理

を行わず、市民の皆さまから出されたごみをコンテナ等に積み替

えて、民間処理施設へ搬出する施設でございます。 

建物構造は鉄骨造の地上２階建、延床面積が約１，６７２㎡、

最高高さが約９．９ｍでございます。                                         

工事期間については、工事着手予定日を令和３年１月４日とし

ております。なお事前に、給水設備等の準備工事を令和２年１２

月より行う予定としております。 

工事完了予定日は、令和４年３月１８日としております。 

敷地南側に建物を建て、北側は公開広場とする計画となってお

ります。 
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搬入及び搬出について、限られた敷地を効率よく使用するため

に検討した結果、８の字のルートを導入いたします。 

敷地中央にトラックスケールを設置し、搬入前及び、搬出後の

２回計量を予定しています。 

連雀通りからはけのみちにつながる道路の車両の通行につい

て、以前からご質問を度々いただいておりますが、東町五丁目内

にてごみ収集した車両の通行を除き、通勤車含む工事用車両はす

べて東八道路側（南側）から進入・退出する計画としています。 

図面の右下に水道工事範囲図を記載しておりますが、現在給水 

設備が本敷地まで敷設されていないことから、準備工事として東

八道路から給水管を敷設する計画となっております。 

２階は主に、市民の活用を考慮したスペースとなります。リサ

イクル工房や研修室、家具等の保管、展示スペースを設けます。 

２階の見学者通路や研修室から作業中のプラットホームを見学

することができるようになります。また、見学者用のトイレを２

階に設置しました。 

１階の南側には市事務所や、作業員にとって必要なスペースを

設ける予定です。１階の北側が、ストックヤードになります。 

作業内容としては、燃やさないごみが搬入されると、不燃物貯 

留ヤードで降ろし、燃やさないごみは重機を使い、コンテナに積

み込みます。 

粗大ごみは、リユース可能なものがあれば、家具保管庫で修理 

や清掃をして、２階の展示スペースでの展示を予定しておりま

す。それ以外の粗大ごみについては、手解体等により可能な限り

容積を小さくして、コンテナに積み込みます。 

中間処理場を解体し、新施設の整備中の間は、プラスチックご 

み、スプレー缶、電池等の有害ごみの積替えを二枚橋で行いま

す。なお、中間処理場竣工後についてはただ今の３区分は中間処

理場に移ります。 
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古布については、最終的には二枚橋で積替えを行いますが、プ 

ラスチックごみの積替えを行う間は、スペースの関係で、現在の

空き缶・古紙等処理場で引き続き積替えを行いたいと考えており

ます。 

以上を踏まえ、二枚橋での最終形態としましては、燃やさない 

ごみ、粗大ごみ、布の３区分となります。 

年内は、敷地外の給水設備等の準備工事を予定しております。 

年明けの１月および２月は、地盤改良など建物基礎等の土工事 

になります。 

３月を目途に、躯体工事と設備工事に取り掛かり、鉄骨工事、

内外装工事、外構工事を令和４年１月までに完了したいと考えて

います。 

令和４年２月、３月に性能試験を兼ねた試運転を行い、竣工引 

渡しをする予定でございます。 

工事発注者は小金井市、事業担当課は環境部ごみ対策課でござ

います。  

施工監理は株式会社日建設計、施工は淺沼・関特定建設工事共

同企業体でございます。 

野川側、道路側には２ｍの仮囲いを設置し、現場事務所は敷地

中央に配置しております。 

車両出入り口にはガードマンを１名配置いたします。なお、交

通規制の時間帯については、東八道路交差点付近にもガードマン

を配置いたします。 

工事用車両（通勤車含む）は、東八道路から現場に出入りしま

す。 

左折入場、右折退場を徹底します。 

工事現場から、二枚橋方向へは、通行いたしません。 

工事用車両の最大車両台数は、１日当たり約６０台を想定して

おります。 
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司会 

（減量推進係長） 

 

 

（市 民） 

交通規制は遵守いたします。 

作業時間は、原則として午前８時より午後６時までとし、作業

準備・片付けは前後１時間程度と考えております。 

 休日は、原則として日曜日、お盆、年末年始といたしますが、

次のような理由により時間外作業を行う場合があります。 

災害防止や復旧等の、緊急を要する作業。 

警察等の指示・指導がある場合。 

工程管理上急を要するまたは中断できない工事。例えばコンク

リートを流し込む作業等が考えられます。 

続いて、騒音・振動対策としては、建設機械は低騒音・低振動

型のものを使用します。 

 出入り車両のアイドリングストップを励行し、騒音振動のみな 

らず、 排気ガスの排出も抑えます。 

粉じん対策としては、場内は適時散水を行い、粉じんの発生防

止に努めます。 

 場内ダンプトラック通路は、鉄板敷き等のほこり対策を行いま 

す。 

 土工事で使用するダンプトラックは、泥の持ち出し防止に努め 

ます。 

安全対策・その他としては、工事用出入口周辺は、誘導員を配 

置し、一般の通行人及び車両の安全確保に努めます。 

 新型コロナウイルス感染症対策を講じ、予防に努めます。 

説明は以上となります。 

 

それでは、説明させていただきました内容につきまして、何か

ご質問等がございましたら、簡潔にご発言いただければと思いま

す。 

 

工事の事と違いますけど、周辺地域に向けての開催ですけれど
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（減量推進係主任） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

も市役所で昨夜開催したということですが、やはりこういう時期

で市役所に行くことが出来なくて、内容が同じという事になって

いますが、以前のように東町の周辺では出来なかったのでしょう

か。難しかったとは思いますけど東センターとかで開催いただく

事は出来なかったのでしょうか。 

それから、昨日、周辺地域から参加された方がどのくらいいら

っしゃったのか、そこで質問とかあったりはしたのでしょうか。

そのあたりを教えていただきたい。 

 

まず会場の件でございますが、東町の方向けに８月にも一度説

明会を開催させていただいていまして、その際も以前は東中学校

の方で開催させていただいていたのですが、やはりコロナの関係

で学校施設をお借りできないということで市役所で開催いたしま

した。 

その後に東センターも確認は取りましたが、まずは市民利用の

予約が優先されるということがあり、その中で空いている会場を

確認いたしましたが、ソーシャルディスタンスを取らなければい

けないという事で人数がそれほど入らない会場しか空いてなかっ

たということもありまして、どのぐらいの参加者が見込めるかこ

ちらも分からないので、ある程度の規模の会場を押えるというこ

とになりますと昨日ですと市役所の方で開催させていただいてい

たり、本日はこの会場でということになっておりまして、我々と

しても出来る限り東町の方での開催を考えておりますが、コロナ

の関係という事もありましてこのような形の開催になったという

事でご理解いただければと思います。 

もう一点が昨日の参加者についてですが、市民の方という事で

すと三名の方がいらっしゃっております。 

初めてこの計画について知ったという方もいらっしゃって、今

回の施設がどういうものなのかということや車両が６０台という
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（淺 沼 組） 

 

 

 

 

(市 民) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（減量推進係主任） 

 

 

 

 

 

ことで本日もご説明させていただいていますけれども、どのよう

なタイミングでその車が多く来るのかというご質問がありまし

た。 

その６０台のお話ですが期間としては生コン車といってコンク

リートを順次流しこむ期間がありますので、その期間がどうして

も車両が多くなるということで昨日もご説明の方はさせていただ

いております。 

 

後はもう一つ、建物を建てるのに一度穴を掘らしていただかな

くてはいけないのですが、その掘った土を搬出しなければいけま

せんので、その期間は大型のダンプ車両が一日に６０台が通る予

定となっております。 

 

要はこの工事の予定と色々なものですけど実際建物の中の設備

だとか、そういう物に関しての詳しい説明は今日はないのです

か。以前はあったのですか。 

調布の施設を拝見させていただいて、トラックの排気が道路側

に当たらないようにしているとか、エアーカーテンですか、そう

いう設備があって環境にすごく配慮された建物でした。 

小金井は実際どういうものが建つのかなという不安がありまし

て、そういう説明は今日ないのですけど以前はあったのか、これ

からあるのですか。 

 

先ほど説明させていただいた中に簡単ではあるのですが、今回

の搬入するごみの内容ですとか、作業の内容を少しご説明はさせ

ていただきました。もう一度、エアーカーテンというところも含

めてということですと、今回我々の方で整備する内容というのは

不燃ごみですとか粗大ごみ、一時的にはプラスチックごみも来た

りはするのですが、それを二枚橋の施設の方に搬入して、そこで
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（環境部長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

積み替えを行うという施設になります。 

大きな破砕機などを使って処理をするという事はないのです

が、搬入車両がきて、通常はシャッター（オーバースライダー）

があるのですが、これがシャッターになっていまして、入って来

る時はシャッター開けて中に入って、一度シャッターを閉じて、

またエアーカーテンもあるので空いているときに空気が外に漏れ

ないような施設になります。 

出るときにまたオーバースライダーが開きまして、そこから車

両が出て行くということで調布市さんと同じような環境対策を

我々の施設の方でも講じさせていただきます。 

 

平成２８年と２９年の時に地元の自治会の方から代表者を出し

ていただいて協議会をまず進めました。 

そこである程度検討した事を含めて、平成３０年の時に地元の

方から要望を聞く会ということで４回ほど開催し、いろいろなご

要望を聞いてきました。 

例えば周辺との調和とか、植える木をどうしますかなど、それ

を地元の方のいろいろな要望をお聞きした上でできたのが発注計

画になります。その計画をもとに、今回施工していただく事業者

を決めさせていただいて、決まった事業者の方で、ある程度設計

を進めなければいけませんので、設計を進める中で、今年の８月

に基本設計が一定程度出来上がりました。そこで地元の方を対象

にその設計内容を報告させていただいて、そこでも一定程度のご

要望をいただいていました。 

一番多くご要望をいただきましたのが、臭気とか騒音はどうな

のだろうかとか、特に府中市に保育園がありますので、車両の関

係でそこについては今も引き続き協議をしていますが、調布市を

含めて調布市の施設から出てくる車両と小金井市の施設から出て

くる車両のどういう形で出していくかとか、なるべく時間を重複
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（市 民） 

 

 

（環境部長） 

 

しないようにしようとかそういう協議を続けている段階です。 

あと、もう一つ言われたのが、先ほど課長から説明させていた

だいた、はけの道を通る車両はやめてほしいという話は度々言わ

れています。実際、二枚橋焼却場がまだ稼働していた頃から、は

けの道はなるべく通らないようにということで、東町５丁目を対

象に収集をした時は、収集で自宅のわざわざ近くまで行っている

のに、戻ることにより、２回通ったりする可能性が出てきてしま

いますので、そういった時の車両はお許しいただいた上で、でき

るだけ、はけの道を通らないような形でその時から進めていまし

た。   

今回のことについても説明があったように、工事車両について

も基本的には、はけの道を通らないように、今後まだ施設が出来

上がってから収集車両が当然通りますので、その時も東町５丁目

周辺を収集した場合については、どうしても通らざるを得ないと

思いますので、その時は別にして、残りのものについては、東八

道路を通って南側から入ってくるというルートを搬入搬出で使っ

てくださいと、今後できあがった際には収集業務を行っている民

間事業者さんの方へは徹底したいとそのように考えているところ

です。できるだけ音も出ないようにというのもあり、貫井北町に

中間処理場というのがあるのですが、その中間処理場のように破

砕したりとかは一切せずに民間施設の方にそのまま積み込んで、

民間施設の方で処理をしてもらうという方法を取るように考えて

います。 

 

完成したら、やはり東町５丁目近辺は仕方無くはけの道を通る

けど、それ以外のところは南側から入るという形ですか。 

 

そのとおりです。 
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（市 民） 

 

 

 

（環境部長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（減量推進係主任） 

 

 

 

 

 

 

 

（市 民） 

 

 

 

（減量推進係主任） 

 

 

 

車両の経路は同じように東八道路を通ってきますから、その辺

も本当に重なることもあるでしょうし、その辺の兼ね合いも考え

ていただきたいです。 

 

おそらく、比較的調布市の搬入時間が場所が遠いことから少し

時間がずれたりすることもあるかなとは思っていますし、また、

ごみの収集は品目によってかかる時間や収集車両の積み込む容量

もごみによって違います。 

例えば可燃ごみであれば、３ｔ車なら２．５ｔとか、かなり３

ｔ近くまで入れられるのですが、やはりペットボトルですとか空

き缶になってくると、あまり潰したくないということもありま

す。調布市さんとは今後も協議は継続してまいります。 

 

調布市さんと隣接しているので車両の件については今までもず

っと、ご懸念は地元の皆様からもいただいていますので、特に調

布市さんが水曜日に古紙を市内全域収集されるということで特に

水曜日が多いと聞いていますので、車両の調整というのは今後も

調布市さんと我々の稼働のタイミングに合わせて協議させていた

だいて地元の皆様にご負担とならないように対応させていただき

たいと考えています。 

  

調布市さんは年に一回環境問題で音と臭いと、そういう調査し

てらっしゃるようなのですが、今後出来上がってから市は行う予

定はあるのですか。 

 

我々の方も調布市さんが今、環境の調査されているのは存じ上

げていますので同じく我々としても調査は年に何回かやるかとい

うのは、またこれからの協議ですけれども確認させていただい

て、それはまた地元の皆様にご案内させていただきたいとは考え
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（環境部長） 

 

 

 

（ごみ処理施設担当

課長兼中間処理場担

当課長） 

（環境部長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会 

（減量推進係長） 

 

 

 

ています。 

  

今後は地元の方を対象に運営協議会を作ろうと思っています。 

貫井北町の中間処理場には担当課長がいますが、そこもやはり

運営協議会を年に数回実施しています。 

 

年によりますが、多い時だと５、６回、少なくとも２、３回ぐ

らい実施するようにしています。 

 

例えばごみの収集の量ですとか、何か地元の方にお伝えするこ

とがあったりすれば、そういうことを伝える為もありますし、中

間処理場が今、現状どういう形で処理をしてどういうようなごみ

が入ってきていますよと言うことを報告する、その中に当然、地

元があって初めて処理が出来る訳ですから、そういう点では貫井

北町の周辺自治会の方々とは懇意にお付き合いを長い間させてい

ただいていて、今回は建て替えにもかなり中間処理場の方は比較

的スムーズに話が進んだのも、そういうお付き合いをさせていた

だいていて、地元にもある程度理解をしていただいたという所が

あるのかなと思っております。我々とすると東町の１丁目、５丁

目の方々というのは長い間、二枚橋の関係でいろいろあったとは

思いますので、そういう点をふまえて、それを反省点として運営

協議会を開いて報告や意見交換をしつつ、皆様とお付き合いさせ

ていただければと思っているところです。 

 

このような説明会、報告会につきましては一番直近で申し上げ

ると８月２１日に基本設計について一度地域住民向けの説明会と

いうのはさせていただいた事がございます。 

その内容につきましては市のホームページで配布資料等の内容

確認は出来ますので機会のある時に一度ご確認いただければと思
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（市 民） 

 

 

 

 

 

 

（減量推進係主任） 

 

 

（市 民） 

 

 

（減量推進係主任） 

 

 

（市 民） 

 

 

（減量推進係主任） 

 

（市 民） 

 

 

（減量推進係主任） 

 

 

っておりますので宜しくお願いいたします。 

 

８月の説明会の時に研修施設があって、中間処理場にも同じよ

うな施設があって無駄じゃないかと言ったのです。なぜ、このよ

うな無駄なようなものを両方とも作って、なぜこのような大きい

施設を作らなくちゃならないのかというのはどうなのですか。 

地元の人も使うためとか、いろいろ言っていましたけど、地元

の人が使う頻度はどのくらい見込んでいるのですか。 

 

市民の方が使いたいとご要望があれば使っていただきたいと考

えています。 

 

使いたいと言っても、あの時はごみの要件でなければ使わせな

いと言いましたよね。 

 

資源循環に関する利用というようなもう少し幅広くというよう

なご説明をさせていただいたと思います。 

 

どのくらいの頻度で使うような設計をしているのですか。地元

の人が使う頻度とかは想定していますか。 

 

空いていれば使っていただけるようにと考えています。 

 

空いていればといっても、ごみじゃなければだめだとあの時は

言っていましたよね。 

 

ごみとか資源循環というような形の啓発に使っていただきたい

と考えています。 
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（市 民） 

 

 

 

（減量推進係主任） 

 

 

（市 民） 

 

 

 

（減量推進係主任） 

 

 

 

（環境部長） 

 

 

（市 民） 

 

 

（減量推進係主任） 

 

 

 

 

 

 

 

そうでしょう。それだとそんなに使えないでしょ。 

さっきからの地元の人に使ってもらうためとか何とか言ってい

ますけど、それじゃ使えないじゃないですか。 

 

地元の人だけに限らず、そういう研修会みたいな形で我々の方

でも実施するということもあります。 

 

どのくらい使うのですか、年間。 

年間１回や２回使うために、こんな設備作ってもしょうがない

でしょう。 

 

我々として１回や２回でという風には考えてはいませんが、そ

の具体的に何回と言う所までは確認していません。地元の方に使

っていただいたり、我々の方で使用することを考えています。 

 

現在ある施設では学校の子供たちの社会科見学に利用してもら

っています。 

 

今回の施設はごみの積み替えだけですよね。それを子供が見に

きますか。 

 

地元の皆様からも以前からいただいたご意見として、例えば貫

井北町もそうですけど、ここで何を処理しているのかということ

を市民の人がわかってないという事をお話としてはいただいてい

まして、市としても地元の人だけがわかっていればいいとは思っ

ていませんので、市民の皆様にこういう施設があって、そこでこ

ういう処理をしていただいているから市民の皆様のごみが適切に

処理されているという事をしっかり市民の皆様にわかっていただ

きたいということがあるので、この研修室を設けて、そこからプ



 14 

 

 

 

（市 民） 

 

 

 

（減量推進係主任） 

 

 

 

 

 

 

 

（市 民） 

 

 

 

 

（減量推進係主任） 

 

 

 

 

 

 

（市 民） 

 

ラットホームを見られるような形も含めて理解していただくため

の施設を作ったと考えていただければと思います。 

 

ごみの積み替えを見せるために先生が引率してそこまで来ます

か。皆さんに聞きたいのですが、見学に来ると思いますか。ごみ

の積替えだけで。 

 

学校で環境教育ということで市内から出てくるごみが、どのよ

うな形で最終的に処理されるかという事を含めて全て学んでいた

だくための機会を学校の方で取っていただいています。可燃ごみ

の処理だけではなくて、不燃ごみなどの処理全部を見ていただく

という機会を設けたいとは考えています。 

中町でペットボトルや缶の処理もしていますけども、そちらに

ついても学校の方で見学に来ていただいていたりはしています。 

 

施設なんか無くても見学来ているのですよ。見るものがちゃん

とある時は、ちゃんと学校でも来るのですよ。 

それでわざわざ来るか来ないかわからないようなもので、こう

いう風に作るのですかというのを言いたいのです。 

 

今で言いますと中町の施設の見学には来ていただいてはいます

が、やはりこのような部屋がないので、その現場に来て、その処

理をしていたりするとやはり音とかがすごかったりとか、やはり

ちょっと臭いがしたりはしますので、その臭いがダメなお子様と

か、ちょっと体調不良になられる方も実際にいらっしゃったりす

るので必要と考えています。 

 

子供達はちゃんと離れて見ていますから。 
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（減量推進係主任） 

 

 

 

（市 民） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（減量推進係主任） 

 

 

 

 

 

（市 民） 

 

 

 

 

（減量推進係主任） 

 

我々としてはそういう方の為にもしっかりと部屋を用意して研

修していただく為のスペースを設けるということで、今回考えま

した。 

 

今、中間処理場がありますね。 

中間処理場は見学して見てもらった方がいいような感じを私は

します。 

逆にこんなごみの積替えなんか見ても何も役に立たないと思う

のですよ。ただ中間処理場でやっているような事を見たら為にな

ると思うのです。ところがそれで来ているのが去年の実績で３校

しか来ていないのですよ。ただペットボトルとか缶の処理場は事

務所も何もないのに何百人と見に来ているのですよ。 

それなのに見に来ないような所にこれだけの設備を作っていい

ものかっていうのを言っているのですよ。生徒は設備がなくても

大事だと思うものは見に来るのですよ。 

 

可燃ごみ処理施設について見学が出来ないかということで学校

からもお問い合わせいただいたりするので、我々も施設をこれか

ら二つ作るので、それも合わせて見学して下さいということは、

学校の方とも今後は調整させていただいて、しっかり見に来てい

ただくようにいたします。 

 

来てもらうのは誰でも出来るのですよ。 

分からなくて申し訳ないのですが、研修室とかリサイクル工房

っていうのはごみに関する事しかやってはいけない場所なのです

か。市民が利用するというのは出来ないのですか。 

 

何でも使える施設となると公民館とかそういう施設になるのか

なと思うのですが、我々としてはごみの処理施設という事で今回
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（市 民） 

 

 

 

 

 

 

（減量推進係主任） 

 

 

 

（市 民） 

 

 

 

（環境部長） 

 

 

 

 

 

 

は建てますので、それに関係したものではないと、我々としては

難しいのかなと思います。それがごみだけではなくて、環境問題

とかであれば我々としてもお貸し出来なくはないのかと思います

けども、地元のちょっとした集まりがあるからとかという事でお

貸しするとなると、ある程度の条件は付けさせていただくように

はなるかなとは思っています。 

 

別の方が質問された話で分かったのですが、調布の見学に行っ

た時に私たちにも貸していただけるのですかと聞いたらどうぞと

言って下さったのです。 

だから確かにおっしゃるように、利用があまりされないもので

あれば確かにこれにお金をかけるというのはどうなのかなと私も

思います。 

 

今はしっかりと利用の詳細までは決定してはいないので利用条

件とかについては、もう少し詰めさせてはいただきたいとは思い

ます。 

 

そうですね。考えられた方が良いかと思います。今お話聞いて

も本当に利用しないガランとした物を置いておくのやはりもった

いない。 

 

確かに我々としても中間処理場、現状、会議室を設けて作って

はいるのですが、なかなか利用は進んでないというところは当然

反省点があります。今後、新しくここを作ってそれから中間処理

場を作って、あと可燃の方については一部事務組合でやっていま

すけど、そちらの方の施設も合わせてですね、今後例えば学校で

の環境教育をやっていますから、それの利用も促進させつつ市民

の方々にも色んな形で使っていただくようにはしたいと考えてい
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（市 民） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（環境部長） 

 

 

 

 

 

 

 

ます。 

今現状で話されてどうなのかと言われてしまうと確かにその通

りかも知れませんが、我々とするとそれがいいとは思いませんの

で、そこを改善するためにはどうすればいいかということについ

ては検討してまいります。調布の施設のことも聞いていますの

で、調布市さんは、どういう形でそれを出来るようにしているの

か、さらに考えも進めてまいります。これから先ほどお話した運

営協議会を作りますので、そういう点も含めて、地元の方とお話

をさせていただければと思っています。 

 

正直言って私はごみ処理場をかなり反対していて、ごみ処理場

になることすら本当はもの凄く嫌悪感があったのですよ。 

でも調布市の施設が建ったからしょうがないのかなと諦めの気

持ちです。本当はもし建てるのであれば老人施設を作って、それ

で公園へ来た人達も利用できるような、そういうものでも建てて

もらったらと思っていたけど、それもボツになり、やはりごみの

施設となったので、正直言って、もう引いちゃった気持ちです。   

だから建てると決まった以上は本当にきちっとした物を建てて

いただきたいし、それと本当に利用できる物であってほしいなと

凄く思って今日は久しぶりにお伺いさせていただきました。 

 

二枚橋焼却場の時は、余熱を利用してお風呂を作ったりとか、

二階に和室があって皆さんに憩いの場として、もう一つは夏にな

ると子供たち用にプールもあったりして一定程度ある意味還元施

設的な物は作っていましたが、一方でどうしても、一部事務組合

という組織になると調布と府中と小金井と３市で運営していたも

のですから、なかなか小金井だけでは直接関われないという状況

だったと思われます。 

一部事務組合があって構成市があるという形になってしまうの
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（市 民） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（減量推進係主任） 

 

 

（市 民） 

 

 

 

 

 

で、そういうところでは地元の方となかなか親密にお付き合いが

出来なかったというのも反省点だったので、我々とすると次の施

設はそういう形にはしたくないなと思っています。 

できるだけ地元の方と長い間お付き合いをさせていただきなが

ら運営していきたいなという気持ちがあったものですから、今回

こういう形で施設を作った上でいろいろな形で使えるようにリサ

イクル工房もやろうかなと考えていますし、結局最終的には運営

する民間の業者さんが出てきますので、その業者さんと話をしな

がら考えていきたいと思っています。それについては今後協議し

ていきたいと思っています。 

 

早急に考えていただきたい。ＤＩＹとか、そういうのも流行っ

ていますのでね。例えばここでそういう事が出来るとか考えてほ

しいです。 

建物はリサイクル工房体験室と研修室と結構広い部屋が二つあ

りますよね。それだけの広さが必要なのかなって思うのですね。  

もう少し縮小してもいいような、内容的には分からないですけ

ど。こんな広い部屋２つ、それも市民に使えない部屋があるっ

て、ちょっと無駄ではないでしょうか。 

 

決して市民のみなさんが使えないという訳ではないので検討し

ていきたいと思います。 

 

出来るだけ利用する、利用できる状態にした方が良いかとおも

います。 

中間処理場も市民が使っているのは年４回で１０名、全体４０

名位しか使っていないのですよ。 

という事は二枚橋が遠いから、なおさら使う頻度が少なくなる

から、その半分位１０人か２０人位ではないのか。 
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（環境部長） 

 

 

（市 民） 

 

 

（環境部長） 

 

（市 民） 

 

（環境部長） 

 

 

（市 民） 

 

（環境部長） 

 

（市 民） 

 

（減量推進係主任） 

 

 

（減量推進係長） 

 

もしこの計画で建てるなら、使えるような企画を考えるとか、

気持ちよくそういう風にして市民に還元するようにされた方がい

いのではないでしょうか。そのことについて検討はしないという

ことですか。 

 

今後運営するに当たっていろいろな事業者さんだとか、民間の

意見を踏まえつつ今後については考えていきます。 

 

ソフト的に考えていくということか。検討しないと言っている

のだから。ボツにするのですよね。 

 

検討しないとは言っていません。 

 

ハード的には、変えないということか。 

 

ハード面はこの内容で進めさせていただきます。ソフト面につ

いては今後検討します。 

 

回答はいつ出るの。 

 

今後、検討していく中で随時情報発信はさせていただきたい。 

 

建築費いくらですか。 

 

約１１億円です。ただし、建築だけではなく、設計も込みで

す。事前の調査等も入っています。 

 

他にご発言は無いようなので以上で質疑応答を終了させていた

だきます。 

 


